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石阪：みなさん、こんにちは。東京未来大学

の石阪と申します。私は、３月まで三重大学

にいましたので、三重県の条例や白書を近く
で見させていただきました。非常に素晴らし

いものだと思っていますが、何よりも素晴ら

しかったのは、今日の子どもたちですね。す

ごいですね。みなさんが子どもだったときに

はできましたか？人前に出て行って、皆で発

表するというのは、多分相当大変だったと思

います。お疲れさまでした。 

ただ、大人からもちょっと弁解しておきま

す。大人ってものすごく、「忙しい」って言い
ます。忙しい先生、忙しい親、忙しい大人た

ちは、忙しさのあまりどうしても、子どもた
ちをぞんざいに扱ってしまうことがあるんで

すね。本当は皆さんのことは大事なんですよ。

だけど、よく大人たちは「忙しい」という言

い訳をたくさん使います。実際に、昔と比べ

ると働く時間がどんどん長くなっています。

そうして、大人たちはストレスを抱えてしま

い、ストレス社会にいると、どうしてもその

行き場のない怒りや感情を、近くにいる人に

向けてしまうことがあります。大人たちは、
ストレス社会の中で一所懸命頑張って子育て

とお仕事に取り組んでいます。そういう中で、

今、一所懸命子どもと向き合おうとするため

に、今回こういうイベントを開いているんで

すね。 

昔は、生まれが場合によっては差別や格差

につながることがあったんですが、今、三重

県でやろうとしていることは、みなさんは楽

しく堂々と生きる権利があって、どの家に生

まれても、どの家庭の親に育てられても、地
域や県、みんなが一体になって協力して、み

なさんを支えますよ、という宣言なんです。

だから、今日いらっしゃっている大人のみな

さんはもちろん、これからは条例というさっ

きの文書にもあったとおり、みんなでみなさ

んを支援しますよ、これが今日この場で披露

されることです。 

今日はこれからディスカッションをするわ

けですが、子どもと実際にかかわりのある
方々をお招きしていますから、はじめに感想

をいただこうと思います。さっきのこども会
議の発表について、どう思われたのか。それ

から、これから三重県ではどんなことが大切

なのか、それぞれの立場からお話を伺いたい

と思います。 

 

中野：今日の小学生・中学生・高校生の発表、

素晴らしかったですね。こんなに大人がいる

前で、いかに堂々と自分の意見が言えたかと

いうのは、本当に三重の子どもたちはすごい
なと思いました。私は実は高校の教員を長く

していまして、その後にこの職につきました。

その間、娘２人を育ててきた母親でもあるん

ですが、みなさんの、気持ちのいい、すかっ

とする大人への提言、本当に楽しく聞かせて

いただきました。これは帰って先生方にしっ

かり伝えなければいけないなと。「雑に話をま
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とめないでください。」そうやなあって思いま

す。授業参観では本当に後ろのお母さんたち

のほうがうるさいですよね。「先生、叱ればい

いのに」ってやっぱり思っていたんですね。

この場で、はっきりびしっと言ってくれた。

これはすごいなと思います。高校生の話は、
本当にまるで昔の私に向けられているような

提言だったと思います。つい「高校生らしく

しなさい」とか「そんなことしたら就職でき

ませんよ、大学の推薦ができませんよ」と言

っていたような気がします。ごもっともです。

やはり、つい私たちが考えている「枠」とい

うものに、みなさんをはめてしまう、何かそ

ういうイメージを持って、皆さんに対してし

まう、というのがやっぱり大人なのかなあと。

特に、教育をする立場となると、ちょっとで
も有利にちょっとでも評価が高くなるように

と考えるとついつい枠にはめてしまうところ

があるんだなと、つくづく今日は感じさせて

いただきました。今日の皆さんの非常にはっ

きりしたほがらかな楽しい提言をぜひこれか

ら持ち帰って、学校現場の先生がたにも伝え

ていきたいなと、そんな感想をもちました。 

 

安藤：今日の小学生・中学生・高校生の発表

それぞれに至るまでのこども会議の進行をコ
ーディネートさせていただきました。何回か

集まりを９月・１０月に持って、子どもたち

が本当に思っていることを聞いて、そして、

今日に至ったわけです。発表したお子さんは

自分の保護者の方に言いたいわけではなく、

一般論として聞いていただければと思います。

しかし、リハーサルもしましたけれども、今

日の本番を聞いて、やっぱり涙が出ました。

子どもの声が一番響きます。一方的にボコボ

コにされたような心地よさがあります。普段
はどうしても大人から子どもたちに一方的に

「ああしなさい」と言うことが多いかもしれ

ません。我が家でもそうです。子どもといえ

ば「わがまま」。わがままといえば「子ども」

かもわかりません。でもひょっとすると大

人・親のほうがわがままなのかもしれない。

自分の思うがままにならないと気が済まない

ことを「わがまま」であるとして、もし子ど

もも大人も両方ともわがままで子どもだとい

うときに、どちらが先に大人にならなければ

ならないかというと、やっぱり親が襟を正し

て大人にならないかんのかなと思います。じ

ゃあ、親はどうやって大人になるのか。大人

って、大人に言われてもなかなか劇的には変
わりにくい。頭でっかちで、頭では理解して

も、なかなか心までには入ってこなかったり

しますけれども、やっぱり子どもの声なら心

に届いてくることがあります。愛する子ども

たちの声は地上の星です。ですから、親はや

っぱり子どもによって気付かされて、親は子

どもによって大人にしてもらえるのだと思い

ました。 

今回発表したみんなと出会わせてもらって、

本当に皆さんいい子でした。素直に自分の気
持ちを語ってくれました。今日は、要望や不

満ばかり言っていたように聞こえるかもしれ

ませんが、もちろん彼ら彼女らは、ご両親に

も先生方にも感謝しています。そのうえで、

彼ら彼女らの純粋な心の中に、くすぶらせて

いる気持ちを今日は語ってくれたんじゃない

かと思います。それは、大人から見たら、子

どものわがままに聞こえることもあるかもし

れませんけども、わがままかどうか、正しい

のか正しくないのかは別として、それがあく
までも純粋な子どもたちの気持ちなんだと感

じました。 

親がこれから子どもたちと向き合って話を

していくことで、もし子どもたちの言ってい

ることが単なる誤解であったなら、子どもた

ちが納得するまで話し込めばいい。もし大人

や親が悪かったことなら、大人といえども、

子どもに謝ればいいし、そうやって大人の態

度で、子どもたちのくすぶる気持ちを溶かす

ことができるのかなと思いました。自己肯定
感という話が冒頭からありましたけれども、

ただ褒めたらいいんや、話を聞けばいいんや

ということで終わらせるのではなくて、子ど

もらから学ぶという姿勢とか、子どもによっ

て親は大人にしてもらえるという謙虚さを親

が持って、親自身が学べば、大人と子どもの

自己肯定感につながるんじゃないかと思いま

した。子どもの声は本当に涙腺をゆるませま
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す。響きました。ありがとうございました。 

 

鈴木：子どもたちの発表、本当にありがとう

ございました。来てくれてどうもありがとう。

さっき、安藤さんから「一般論ですから」と

いうふうに言うてもらったんですが、多分み
なさんは、私もそうですけど、子どもが今日

言うてくれたことを聞いて、「せやな、せやな、

ほんまにせやわ」と思ったと思うんですね。

でもそれが他人の子から言われたら「せやな、

せやな」と思うのに、自分の子から言われた

ら、「何をこら！」と思うかもしれない。もし

自分の子どもから言われても、「せやな、せや

な」と思った同じ心で接してもらえたらいい

と思うし、僕もそうしないかんなと思いまし

た。 
それから、子どもたちが言ってくれたこと

のなかで、最初は自分の夢を応援してくれる

のに、年齢が上がっていくにしたがって、現

実を押し付けて応援してくれなくなるという

言葉がありました。私が以前、ある北海道の

電気会社の社長さんに言われたのは、すべて

の子どもが可能性を持っていることは誰もが

信じて疑わないことなんですが、「そんなん無

理やで。できへんで。」と言う大人が結構いる。

そういう子どもの可能性をつぶすのは、殺人
をしているのと一緒だと。子どもたちの、こ

れから伸びていこうとする可能性、命、を奪

うのと一緒だというふうに、ある北海道の社

長さんが言うてくれていたのを思い出しまし

た。子ども自身もそういう思いなんだな、こ

れから一所懸命頑張っていく、相当頑張らな

いと手が届かないかもしれないけれど、これ

からやっていこうと思っているのに、「そんな

ん無理やに、やめとき。」とか言う大人がいる。

応援してくれない大人がいることに、子ども
たちも寂しく思っているだろうし、三重県で

はそうはありたくないなというふうに改めて

思いました。 

自分の家族のことを言うのもなんですけれ

ども、うちの妻はシンクロナイズドスイミン

グをずっと、小学校のときからやっていたん

ですけれど、お母さんに、７・８歳のときか

ら、「金メダル取りたい」って言っていたらし

いです。それを、お母さんは「そんなん無理」

とは一切言わずに、「ええやんか。取ったらえ

えやんか。その代わりめちゃくちゃ頑張らな

いといかんで。」というふうに言っていたらし

いですね。それで今日の子どもたちの声を聞

いて、そういう可能性をつぶすんじゃなくて、
いくら年齢が上がっていったとして、相当努

力しないと手が届かないようなことがあって

も、やっぱり応援してあげることが大切なん

じゃないかなと。家族が応援してやらんだら、

誰が応援してくれるんですか。先生が応援し

てやらんだら、誰が応援してくれるんですか。

そう思いました。 

 

石阪：ちょっと子どもたちに聞いてみたいん

だけれど、早く大人になりたい？それとも子
どものままでいたい？どっちがいいか、ちょ

っと手を挙げてもらっていい？早く大人にな

りたいか、今の子どものままでいたいか。ど

っちか手を挙げてね。早く大人になりたい？

はい、おお－。子どものままでいたい！って

いう人は？ああ、いますね。はい、結構高校

生も手を挙げているね。 

これもね、一つ問題だと思うんですね。昔

は早く大人になりたい、という人が結構多か

ったんです。早く自分で責任を持って、自分
でちゃんと稼いで、しっかりと生活していき

たい。ところが今、小学校の現場に行くと、

子どものままでいたいという人が結構多いん

ですね。今大人の状況が悲惨でしょう。非正

規雇用の問題もそうだし、投資をやってもう

まくいかない、景気もあまり良くならない、

そういうなかで、あんな大人になって苦労す

るぐらいだったら、ずっと子どものまま楽し

くサッカーをやっているほうがいいや、と思

う子どもたちが増えているという結果がある
んですね。つまり、今の子どもにとって、我々

大人はあまりうらやましくないという状況で

す。いつのころからか、大人がちょっとしょ

ぼくれてきたというか、あんまりロールモデ

ルにならなくなってきたんじゃないか。その

背景には、大人があまり笑顔がない。楽しそ

うに仕事をしていないとか。何となく大人が

つまらなそうにしている。これを子どもが見
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ているんですね。大人って面白そうじゃない、

先行き暗い話ばかりじゃないかと。 

だから、ある意味、白書の内容やこども会

議の発表は、大人に対して「もっと輝けよ、

何やっているんだ、お前ら」という子どもた

ちのメッセージだと思っています。そうする
と、自戒の意味も込めて、大人って何なのか、

何をしなければいけないのか、自分たちの問

題になってくるんですね。そういう意味で、

今日のこのフォーラムは、大人たちが何をす

べきなのか、これを考えるためのフォーラム

だと思っています。さきほどの佐々木先生の

お話も非常に勉強になりました。先生、さき

ほどの子どもたちの意見をきいてどう思われ

ましたか。 

 
佐々木：子どもたちの声を聞いて、チクリと

胸が痛いところがたくさんありました。あの

発表のために、きっと仲間たちで盛んに議論

したんだろうなと。あれをまとめていくプロ

セスはどんなふうだったんだろうと気になり

ますね。その様子を間近に見てみたいなと思

いました。さきほど後ろを振り返りながら、

「大変だった？」と聞いたら、「けっこう大変

だった」と。でもにこやかに答えていて、き

っと議論のプロセスは楽しかったんだろうな
という気がしました。 

さっき、知事は巻物を受け取っていました

よね。みんな、返事欲しいよね？ 

実は私も子育ての最中のときに、保育園で

自分の子どもたちが保母さんにむかって、「私

たちもっと抱っこしてほしい」ということを

言っていた場面があったんですよね。一つの

意見表明だったんだと思います。 

国際連合には子どもの権利条約の委員会が

あって、国際的な場で子どもの権利条約をチ
ェックしている場がありますが、そこに子ど

もが行って、今のように意見を言ったりしま

す。「国連で何をやっていますか」と見学に来

て、その場で、「私たち子どもにもっと分かる

ように言って。」と言っているんですよね。そ

の意見表明をすると、みんな「返事聞かせて」

って待っているんです。だから、子どもたち

は今日きっと、大人に向けたメッセージを、

何らかの形で、知事の返事を待ってくれるの

かなと。 

 

鈴木：わかりました。僕も返事を書きますけ

れども、ぜひ、今日来ていただいているみな

さんにもアンケートに絶対書いてください。
子どもたちの発表を受けて、自分はこう思っ

たよという返事を書いていただいて、それを

編集して子どもたちに返します。 

 

石阪：いいですね。ぜひみなさんにもご協力

を。 

 

鈴木：みなさん、絶対書いて下さいよ、一言

でもいいから、書いてもらって、それを編集

して子どもたちに返します。 
 

石阪：そういう意味では今日のシンポジウム

も、答えの一環だと。子どもからメッセージ

をいただいて、意見がこちらに来たわけです

から、大人としてどういうことをやっていけ

ばいいのか、どんなことが必要なのか、それ

ぞれのお立場から今度は伺っていきたいと思

います。 

中野さん、津市教育長というお立場で、今

いろんなことを進められていると思いますが、
何かユニークな事例とか、子どもを育てるた

めの支援などがあれば教えていただけますか。 

 

中野：はい、津市の小中学校で取り組んでい

ることをご紹介したいと思います。今、津市

の小中学校では、「地域とともにつくる学校づ

くり」というのを、それぞれの学校でやって

おりまして、それぞれの学校が地域の人たち

に、学校に対してこんな応援をしてください、

というようなお願いをしています。例えば書
道の時間に、公民館で勉強しているおばあち

ゃんたちに来ていただいて、墨の擦り方とか、

毛筆の使い方などをご指導していただいたり

とかしています。それから、よくあるのは、

近くの田んぼをお借りして、田植えをして稲

を育てて、収穫をして、餅つきをして、近所

の人たちをお招きして収穫祭をする。そんな

取組を２、３年取り組んでいますが、ずいぶ



 - 27 -  

ん学校の様子が変わってきたような気がする

んです。学校にいろんな人が来てくれるよう

になった。地域でも登下校なんかも近所の方

達、とくにお年寄りの方達が、時間を決めて、

角に立ってくれていて、「おはよう」って声を

かけてくれたり、帰りには「おかえり」って
出迎えてくれたりというような光景も地域に

広がってきているように思えます。 

実は全国学力学習状況調査で、三重県は下

から数えて何番目なんて言われていて、キッ

クオフの宣言もしたんですけれど、津市は、

その調査のなかにある子どもたちの回答と、

学校がどんなことをしていますという学校の

回答とをクロス集計しまして、地域の人たち

と一緒に活動しているような学校の子どもた

ちは、どんなふうに変わってきているか、と
いうのをちょっと調べてみたんです。そうし

たら、本当にうれしい、やった甲斐があった

かなというような結果が出た学校がちらほら

とあります。 

例えば、地域の方をお招きして、お店をや

ってみえる方や会社をやってみえる方たちに、

どういう思いで会社を経営しているのかとい

うお話をしていただくような授業をしている

学校の子どもたちのクロス集計を見ますと、

やっぱり、「人の役に立つ人間になりたい」と
いう結果が、平成 21 年の結果よりも、平成

24 年の結果のほうがずっと上がっているん

ですね。ほかにも、いろんな人が学校へボラ

ンティアで活動に入っていただいているよう

な学校の集計結果を見ますと、「自分には良い

ところがある」といういわゆる自己肯定感が、

21 年に比べて 24 年のほうがずっと上がって

いるんですね。ある中学校では、授業のサポ

ートに大学生などが入ってくれている学校も

あるんですが、そこの子どもたちの調査結果
では、平成 21 年と 24年を比べますと、家で

学校の宿題をしているかとか、家の手伝いを

していますかとか、新聞やテレビのニュース

などに関心がありますかとかの質問が、全部

右肩上がりに上がっていますね。やっぱりい

ろんな方が学校にかかわっていただいていて、

子どもたちがいろんな年代の人、いろんな仕

事をしている人、いろんな思いの人にかかわ

ることで、自分が大事やなあとか、もっと役

に立つ人間になりたいなとか、もっと勉強せ

なあかんなとか、気持ちが自然に伸びてきて

いるという結果が出ましてね、これはやって

きた甲斐があるなと思います。もっとこうい

うのが広がるといいなと、そういう形で子ど
もたちの応援がしていけたらなと思います。 

 

石阪：かつての学校というのは、先生にお預

けするという感じでしたが、もう「学校に預

けておけばいい」という時代ではないんです

ね。地域の方が学校に入っていって、先生と

一緒になっていろんなプログラムに参加する。

実際にデータを見ると、そういう学校のほう

があきらかに右肩あがりになって伸びている

ということなんですね。つまり、いろんな人
と交わることで、その人の可能性や肯定感と

いうものが上がっていくということが実際に

検証されているということですので、我々も

単に、「これは学校、これは家」というふうで

はなくて、では地域の中で一体どんなことが

できるんだろうかとか、子どもたちをからめ

て一体何ができるのかと。特にこれからは、

65 歳以上の高齢者がどんどん増えていく。会

社をリタイヤしてセカンドステージに入って

いくときに、そういう方たちが子どもたちに
関わって一緒に取組をする。すごく重要だと

思います。地域力を高め、学校がかなり変わ

っていくんですよね。子どもたちも、「あ、こ

んな面白いことがあるんだ。地域にこんなも

のがあるんだ。」とそういう体験に変わってい

くんじゃないかと思います。また、今まで親

や先生が抱えていた問題やプレッシャーをみ

んなで共有して、そのプレッシャーを下げて

いってあげる取組にもなるのかなと。子育て

って一人でやるんじゃないんだ、みんなでや
るんだよと。 

安藤さんは、親と子の問題について関わっ

ておられましたけれども、親として、子ども

とどう向き合えばいいのか、わからないと思

っている方もいらっしゃるかもしれません。

親としてどうすればいいでしょうか。 

 

安藤：私は、片付けがとても苦手で、書類と
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かもぐちゃぐちゃにカバンの中に突っ込んで

いたりします。でも子どものランドセルはお

父さんみたになってほしくないと思って、「片

付けせえ、片付けせえ」と言います。でも残

念ながら子どももあんまり片付けが得意では

ありません。多分「お父さん片付けてないの
に」と思っているかもしれません。あるとき

は大声あげて、「下に服が置いてあったらもう

捨てるからな」と言って本当にゴミ箱に捨て

たこともあります。でも結局また同じことが

繰り返されます。 

僕はある日、息子に「お父さんも、片付け

がものすごく苦手なんだけど」と正直に言い

ました。息子は「知っとる。だからお父さん

に言われても何とも思わない。」と言いました。

「それはお父さんも悪かったと思ってる。言
い過ぎた、ごめん。でも、お前がお父さんみ

たいになると、いろいろ苦労するかなと思っ

て言うとんのや。お父さんも出来てないけど、

お前にはやってほしいから言うとんのや。」

「ほんなら、お父さんも一緒に頑張ろや」と

言われました。「僕もお父さんが片付いていな

いときは言うから」ああ、そうなるんやなあ

と思いましたけど「ほな、そうしよか」と言

いました。 

実は私も家庭のなかで甘えていました。私
は核家族の父親なんで、ときどき「オレがル

ールや」みたいな感じで威張っていましたけ

ど、子どもと約束したこともあって、考えな

がらやってきました。それからは子どもも少

しはその部分においては良くなったかなと思

います。 

親というものには、子どもにこうなってほ

しいという愛があります。でも、こうなって

ほしいというのが時々自分にとって都合のい

い、ただの要求になるようなこともあるかも
しれません。 

もし親が子どもにＡであってほしいと思っ

ていても、本当は子どもはＢでありたいと思

っているときに、しっかり話をしていないと、

子どもは親が怖かったりして、お父さんの前

ではＡにあわせているかもしれません。親の

前では「片付けします」と言っていても心の

なかでは「誰がするか」と思っておったとし

たら。親と自分との間の心に影が差して裏と

表ができる。そうすると子どもは元気がなく

なっていく。過度の要求なのか、愛で言って

いるのか線引きは難しいのですが、子どもが、

私の言葉を子どものための言葉として聞いて

くれているなら、愛として聞いているかもし
れません。もし「お父さんの都合で言ってる

だけやんか」と子どもが聞いていたら、過度

の要求、親のわがままと受けとっているかも

しれません。そうすると心の陰ができて、元

気がなくなり、元気がなくなるから学業もス

ポーツもにぶってきて、いろんなことにやる

気がなくなっていくのかもしれません。 

今回こども会議をコーディネートしていて、

とても印象に残っていることがあります。あ

るこども会議のときに、「今から僕が言う３択
で、一番元気がなくなるときに手をあげて」

と言いました。「１番は、自分がめちゃめちゃ

叱られたとき。２番は、お父さんでもお母さ

んでも、家族の誰かが目の前でめちゃくちゃ

ケンカしているとき。３番は、陰で家族が家

族の悪口を言うとき。」目をつぶってうつぶせ

にして手を挙げてもらったら、３番の悪口の

ときに、一番手が多く挙がりました。それが

今日の発表にもなっていったんですが、夫婦

げんかとか、家族のケンカとか、自分がめち
ゃくちゃに叱られるというのは、それは向き

合っている一つの形、日なただと思うんです

が、悪口っていうのは、見えないところでや

っている陰だと。そういった陰と出くわすと、

子どもは元気がなくなるんかなと思います。

それでは陰を日なたにする方法はどうすれば

いいかというと、これは面と向かって本音で

言うことだと思います。だから今日子どもた

ちは目の前でどーんと言いました。三重県に

は小中学生だけでも 14 万人いますから、それ
ぞれの子どもたちがそれぞれのところで、向

き合って、本音で語り合うことをしたらいい

んじゃないかなと思います。でも子どものな

かには、「うちの親に言ってもどうせ無駄や」

とか「聞いてくれへん」とか、やってもいな

いうちからそう言う子どももいると思います。

でもそれは、子どもの勇気不足です。子ども

も勇気出したらいいと思います。子どもが本
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音でしゃべったら大人は聞くと思います。そ

して大人も「うちの子に言っても無駄や」と

か言うのは、親の粘り不足、謙虚不足かもわ

かりません。 

結局、私は今回すごく思ったのは、親やけ

ど悪かったら謝ろうと思いました。それから
自分の弱さを含め、子どもにさらけだして、

一緒に努力しようと思いました。子どもも親

に、本当の思いを、間違っていてもいなくて

も、勇気を出して言えばいいと思いました。

それで大人も親も初めて気付ける。自分の子

どものことを愛しているから、痛いけど子ど

もの声は聞けると思います。そういう関係が

できるといいと思います。私は親として、そ

ういったことに努めていきたいなと思いまし

た。 
 

石阪：最近はペットブームで、従順で鳴かな

い、うるさくないペットが人気だそうです。

なんだか子どもをペットと勘違いする人がい

るそうですね。親の言うことを全部聞いてく

れる、文句を言わない子が良い子。でも子ど

もはペットじゃないんですよね。安藤さんの

話は、ぶつかってもいいよ、という話でした。

今までは「口答えするな！」って言う言い方

がありますね。「オレが親なんだから。誰が飯
食わしてやってるんだ。」みたいに、子どもが

親に対して何も物を言えない、そんな時代が

ありました。けれど、これだとさっき言った

ような二重生活ですね。親の前では良い面を

見せて、陰で悪いことをする。結局のところ

問題が水面下に行ってしまって、より複雑に

なっている。それだったらきちっと向き合っ

て、場合によってはケンカするぐらいの自分

の主張をするぐらいのことをしていかないと

難しいのかなと。ただ、それは簡単ではない
ですよね？親として悪いところは反省する。

今までの親の威厳とかメンツとかをある程度

捨てるぐらいの姿勢が必要なのかもしれない。

「間違っていた、ごめん」あるいは、何か言

ってきたときに、「じゃあ、一緒に考えていこ

うじゃないか」と、「言うは易し」ですが、と

にかく一つ一つ実践してみるということが必

要ですね。感情にものを言わせて、というの

が一番まずいのかな。そのあたりのことが今

後の課題になるのかなという気がします。知

事は、親子の問題を含めてどう考えますか？ 

 

鈴木：そうですね、本音で向きあうというこ

とを安藤さんが言ってくれたことは難しいか
もしれないけれども、そこがコアだと思うの

で、それは努力しないといけないと思います

し、行政である三重県としては、親と子の関

係はさることながら、子どもが育っていくこ

と、子どもの育ちを応援することが、自分事

なんだと、他人事じゃなくて自分事だと思う

大人を増やす、そんな大人をつなぐ、そうい

う取組を特に力を入れてやっています。例え

ば企業の関係では、みえ次世代育成応援ネッ

トワークがあって今 1,073の会社や団体の人
たちが、いろんなイベントや、子育てに頑張

っている親御さんたちを応援しています。あ

とは「みえの子育ちサポーター」が今 2,181

人いるんですけれど、その人たちは親を応援

したり、子育てを頑張っている人たちをサポ

ートしたりします。親やあるいは子育ちを応

援することが自分事だと思う大人を一人でも

増やして、それをつなぐ、ということが行政

の仕事として今やらせてもらっています。 

 
石阪：今の県の取組、いわゆる次世代を担う

子どもたちといろんな形で関わる。企業であ

ったり、男性だったり、今まであまり子ども

と関わりがなかった人たちを、子育ちサポー

ターという形で育成していって、地域や家庭

の中でどういう子どもと向き合いかたが良い

のかを考えてもらえる。これを一人でも多く

の方に登録をしていただいて、自分は子ども

と改めて向き合いたい、これは父親でなくて

もいいんです、おじいちゃん・おばあちゃん
でもいいわけですね。誰でも基本的にそうい

うかたちで関わるということが必要なのです

ね。佐々木先生に聞きますが、いかがでしょ

うか、いままでのみなさんのお話をきいて。 

 

佐々木：大人と子どもが関わることといえば、

昨日仕事から帰ってテレビを見たら、「ホーム

アローン」という映画をやっていました。ク
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リスマスの家族旅行にとり残された８歳の子

どもが、一人で泥棒から家を守るコメディタ

ッチの痛快な映画ですが、そこで、印象的が

場面がありました。 

教会で頑固者みたいなおじいちゃんと子ど

もがいるんですよね。おじいちゃんが「教会
っていうのは心に面倒をかかえたときに来る

ところだ、お前は何かあったのか」、「おじい

ちゃんこそ何かあったの？」とやりとりする

んですね。子どもは、「実は僕は家族が大好き

なのに、そんなことが言えなかった。」と言う

と、おじいちゃんは、「逆に反対のことを言っ

てしまう。そんなことがあるんだ。」と言いま

す。子どもが「おじいちゃんはどうなの？」

と聞くと、「実は息子がいて、聖歌隊で歌って

いるのは孫娘だ。でも歌う場面に来れない。
息子とはケンカしてるんだ。あるときずっと

ケンカしたまま口もきいていない。」と。子ど

もが言うんですね、「どうするの。」「そんな息

子に謝ったりするのが怖い。」そしたら、「言

ってみればいいじゃない。息子に自分の思っ

ている気持ちを言えばいいじゃない。そうし

なきゃ次が始まらないよ。」子どもがおじいち

ゃんに向かって、問題があって次に進むには

言ってみなきゃと言う、そんなシーンがあっ

て、安藤さんのお話を伺いながら、がっちり
向き合ってみようということがとても大切だ

と思いました。親が子どもに話せないってい

うのはけっこう怖いんですよね。映画のおじ

いちゃんじゃないけれども、息子に拒絶され

て孫娘に会えなかったらどうしようと、怖い

し、自分が「許さない」なんて言ったらどう

しようかと。ちょっと怖いところを、ちょっ

と踏み越えて、聞いてみたら、話してみたら、

という、踏み出しの、最初のきっかけってや

っぱり大事だなと思いました。その大事な踏
み出すきっかけを大人が一人で作るのは大変

なので、何かのときにそんなきっかけを作っ

ていく。結構まわりの状況を話せるきっかけ

を作っていくということはとても大事という

気がします。条例の中で、行政の役割として

とても大事だなと思いました。 

 

石阪：親だけで抱え込むんじゃなくて、行政

であったり地域の人であったり、いろんなし

くみをつくっていったほうが、いいでしょう

ね。同じ悩みを抱える人同士が共有できる場

ですよね。それが、「うちの子は大丈夫だ、ず

っと良い子できたから、何の問題もない」と

いうのが実は危ないのかもしれない。本当は
一度くらいはぶつかったほうが良いのかもし

れない。「良い子」っていうのは、表面上は良

い子のふりをしているだけかもしれない。反

抗期、反抗することって実は良かったのかも

しれない。やっぱり違う世代間では衝突する

し、摩擦もでてくる。お互いを理解しあえる

仲になって本当の信頼ができてくるのかもし

れない。安直にそれを省略して、形だけの仲

のいい家族をつくろうとしても、なかなかう

まくはいかないわけですね。 
今大きな問題のひとつとして、子どもたち

に元気がない、下向いて覇気がない。昔と比

べてやんちゃな子がいないですね。ちょっと

教師に反抗するような子はむしろ少なくて、

おとなしい、良い子が多い。一見良さそうな

んですが、反面、今問題になっている自己肯

定感が高くない、自分はたいしたことがない

という子どもが増えている背景には、やっぱ

り何か自信がない、自分がどうしたらいいの

かわからない、そういう問題があるんだと思
います。今日の一つのテーマである、この自

己肯定感を高めるために、何をすべきかとい

うことで、中野さん、さきほど地域での取組

の話がありましたけれども、この自己肯定感

を高めるために親としてどんなことをしてい

けばいいでしょうか。 

 

中野：やっぱり子どもは、親が自分のことを

じっと見てほしいと思っていると思いますけ

れど、親子っているのはなかなか面とむかっ
て話をするっていうことがないです。自分の

子育てを振り返ってもそう思うんですね。自

分の娘が５年生のときに、ミニバスをやって

いたんですけど、朝練に出掛けていったんで

す。その後、私はちょうどゴミを出しに行き

ましたらね、娘がとぼとぼと歩いて行くんで

す。そしてその５、６メーター先を先輩らが

歩いていくんですね。追っかけていくのかな
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あと思ったんですが、その距離がいつまでた

っても縮まらないで、ずっと見てますとね、

後からとぼとぼ付いていくんですね。それで、

ふっと気付きまして、私は娘が元気にミニバ

スに行っていると思い込んでいたんです。そ

れで帰ってきた娘に、「ミニバス、やめてもい
いよ」って言ったんですね。そしたら娘の顔

がぱっと明るくなって、「お母さん、ほんとに

いいの？」って訊くんです。そのとき、はっ

と思いました。娘は娘で、自分は元気にミニ

バスを一所懸命やっている良い子の振りをし

なくっちゃと思っていたのかな。いやでいや

で仕方なかったんだけど、お母さんに「やめ

たい」ってずっと言えなかったんですね。そ

れで自分は反省しました。本当に忙しい毎日

で、高校に勤めて帰りが遅かったものですか
ら、娘はよう言わなかったんだろうなと。そ

れに、自分自身、うちの娘に限って、うちの

娘やったら絶対大丈夫だという思いがどっか

にあったのかなと。やっぱりお互いが話しを

して「ああ、あなたはそう思っていたんか、

そうやったんか」という話をするなかで、「あ、

やっぱりお母さんは私をちゃんと見ててくれ

た」とかね。 

これは教師と子どもたちとの間もそうだと

思います。どこかで「あ、きみはそう思って
たんか」という話し込みがあれば通じ合うこ

とができる。それが自己肯定感につながると

思うんですね。ですから今、学校でそれぞれ

お願いしているのは、その聞き役を地域の方

にもぜひ一役担ってほしい。いろんな活動を

するなかで、いろんな地域の方がいろんな役

割を果たしていただくなかで、ちょっと声を

かけていただくことで、子どもたちが「おじ

ちゃん、また学校に来てね。」「おじちゃん、

おはよう」って、そうやって声をかけあうこ
とで、子ども自身が、自分はここの学校に通

って楽しいんやと、ここの地域で育ててもら

ってうれしいんやという気持ちが自然にわい

てくるんじゃないかなと、そんな気持ちを持

っています。 

 

石阪：地域と子どもの関わりが、だんだん希

薄になっていて、子ども会の加入率がどんど

ん下がっている。そのうえ地域での見守りは、

限られた地域でしかできていないところがあ

るので、むしろ地域の方々が子どもを守って

いる、子どもを育てているというのはうれし

いですよ。おじいちゃん、おばあちゃんから

声をかけられる。特に小学生なんかは元気に
登校していきますので、こんなことができた

らいいですね。安藤さん、自己肯定感は難し

い問題ですが、どうすればいいでしょうか。 

 

安藤：やっぱり私は、子どもの自己肯定感の

根本は、親の愛だと思います。ひとことで言

えば、自分の子どもがおぎゃあと生まれてき

たときの、あのころの気持ちに戻って、無条

件にその子を愛すること。でも親も、生まれ

たときから親をしているわけではありません
から、無条件の愛というものをしっかりと出

していくためには、ひょっとしたら親自身が

自分の親に向き合わないといけないのかもわ

かりませんね。 

重い話かもしれませんけど、親である自分

にも歴史があって、親がいて、いろんなこと

があって、その中で過去においてやり残した

ことや、もっとこうあってほしかったことと

か、愛されたかったけど愛されていなかった

んじゃないかとか、すねてしまっていること
とかあったとしたら、そういったもので今ぽ

っかりと空いたところをなんとか埋めていく

のに、家族に甘えたりわがまま言ったりして、

子どもにその矢が飛んでいったときに、子ど

もは自己肯定感を失ってしまったりするかも

わからない。となると、親は、親といっても

一人の人間だし、生まれたときから大人でも

親でもないので、もう一度自分自身のあり方

を、自分の親と向き合って話をし合うという

ことが、とてもしんどいかもしれませんが、
親が親として成長していくためにも大切なこ

とかなと思います。そういったことって普段

は考えないでしょうけど、ひょっとしたら自

分の親とも向き合っていくことも大事なのか

なと考えるきっかけとなる、成長させてもら

う。我が子がいるからそんなきっかけをもら

えるという謙虚な気持ち、ありがたいなと思

う気持ちをもって、子どもの問題も自分事と
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して、考えることが親として大事なのかなと

思います。そういう親の姿勢を見たら、子ど

もは納得して、「お父さん頑張って、お母さん

頑張って」って言うかもしれない。「お前たち

のおかげでそういうことに気付けたよ」と思

えれば、おぎゃあと生まれたときのあの日の
気持ちと無条件の愛、そこに行けば、自己肯

定感っていうのは実は当たり前のことなのか

なというふうに思います。やっぱり子どもた

ちの自己肯定感は、親である自分自身の自己

肯定感であると思います。そういうことが未

来の地域を肯定していくことにもなるんだと

思います。自分の心が晴れれば、子どもの心

も晴れて、未来も晴れていくんじゃないかな

と思うと、子どもたちのことをきっかけに、

自分も、自分のまわりにいたたくさんのやさ
しさとか、周りのいろんなものに気付いて、

それから子どもたちに接していく、というこ

とが大事なんじゃないかと、子どもたちの純

粋な声だからこそ気付けました。そういうこ

とを心がけることが大事じゃないかなと思い

ます。 

 

石阪：子どもの自己肯定感があがらないとい

うのは親の問題だということでもあるんです

ね。僕の子どもは幼稚園に行っています。男
の子なんですが、何になりたいかときくと、

「将来は仮面ライダー」と言います。一番尊

敬しているのは仮面ライダーですから、僕は

仮面ライダーになろうと思いました。僕は子

どもの前では仮面ライダーなんです。今日は、

三重県で 200 人の怪人と戦っていることにな

っています。家では、かっこいいお父さんに

なろうと思った。息子は「うちのパパはね変

身してね、怪人をやっつけているんだ、」と周

りに吹聴しています。僕がずっと格好つけて
生きようと決めたのは、親が常ににこにこ笑

いながら、「今日の怪人は強くて足を負傷した

けれども、左足で蹴って」とか言って、かっ

こいい親であると、子どもが一緒に笑える瞬

間ってあるんですよね。やっぱり親が暗かっ

たり、ふさぎこんでいたり、笑顔がなかった

りすると、「お父さんどうしたんだろう。」と

子どもは不安になる。だから僕は極力笑顔で

かっこいい父親をめざそうとしています。妻

には、わけわからないことを何やっているん

だと飽きられています。でもそれでいいと思

います。そんなお父さんだと一緒になって笑

えるでしょう。だけどいつの頃からか、嫌わ

れるんだろうね。娘からは、パンツを一緒に
洗いたくないといろんなことを言われるんで

すが。だけどそれを承知のうえで頑張りたい。 

さあ知事ですが、自己肯定感について。 

 

鈴木：子どもが自己肯定感を持てるようにす

るために、大人ができることですね。僕も最

初に思ったのは、さっき安藤さんが言った、

大人自身が自己肯定感を持つこと、子どもた

ちが大人のことを良く見ているということが

分かりましたから、自己肯定感を持つ大人を
見れば、「ああこういうふうにしたらいいんだ

ね」と分かると思うし、よく昔から、「他人と

過去は変えられないけれども、自分と未来は

変えられる」というじゃないですか。という

ことは、子どもたちにこうあってほしいな、

という前に、まず自分が変わればいいんです

よね。大人が自己肯定感を持つということ。 

あとは、日本の一億総中流みたいな島国で

生活していると、みんなと一緒でないといけ

ないとか、正解を探しちゃうんですよね。算
数の問題みたいに何でも正解を出すっていう

ことにこだわりすぎたりするといけないんじ

ゃないかと思います。さっき、佐々木先生の

話のなかでも、どうしたらいいんですかと言

ってくる親のことをおっしゃっていましたけ

ど、子どもがやりたいと思っていることや、

子どもがこう育っていこうとしていることに

対して、唯一の正解にあてはめようってしな

いほうがいいんじゃないでしょうか。私より

も先輩の方が多いので、当たり前のようにご
存じだと思いますけれど、社会に出たら正解

じゃないことだらけですよね。社会ってそう

いうことかなと思うので、子どもたちの人生

に唯一の正解を求めすぎない。正解を大人が

勝手に作ってそれを子どもにはめ込まない、

ということじゃないかと思います。 

 

石阪：そうですね。算数ならいいですけど、
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ある程度の年齢になったら、単に一つの正解

やマル・バツじゃなくて、いろんなグレーの

ものもあれば、逆に正解を自分で作っていく

ような機会をつくってあげて、家庭でも学校

でも、自分でいろいろと臨機応変に対応でき

る能力をつけていけるように。 
これから社会を担う子どもたちに求められ

るものは、おそらく激変と呼ばれる時代に対

応できるような力です。そんな大人をどうや

って作っていくのか。子どもたちがこれから

の社会を背負って立つわけです。今までと同

じやり方をさせるとか、こうしろああしろと

言っているだけで、本当にこの日本を支えき

れるのかどうか。少ない若者の人数でどうや

って最大幸福を生み出すのか、そのためには

どんなことが必要なのか、ある意味でオール
ジャパンで考えていくようなしくみをつくっ

ていかないといけない。そういう意味では、

今回の白書フォーラムも、こうやってみんな

が参画することによって、子育てどうしよう、

これからの未来どうしようと考えることがす

ごく良い機会だと思います。 

 

鈴木：石阪先生が「かっこいい大人に」と言

ってましたが、こういうイベントでいつも大

人のみなさんにお願いすることがあって、ま
たかってまた思う人がいらっしゃるかもしれ

ませんけれども、「疲れた禁止令」です。大人

は子どもの前で、「疲れた」と言うのを禁止。

家に帰ってきたら、ドアの前で一呼吸おいて、

「ああ疲れた」ってそこでは言っていいけど、

ドアを開けたら、「今日も一日めっちゃ仕事楽

しかったあ！」と。お母さんたちも、「今日の

家事、めっちゃ楽しかったあ！めちゃめちゃ

できたあ！」とね、疲れた禁止令。 

 
石阪：そうなんですよね、親が疲れて、やる

気がない顔をしていると、子どもはやっぱり

不安に思ってしまう。すっごい元気だと、逆

に子どもはうんざりしちゃうかもしれないけ

れど、それぐらいのほうが、むしろ家庭はう

まくいくのかもしれないです。さて、最後に

みなさんにメッセージをいただければと思い

ます。 

 

佐々木：自己肯定感は話題になっていますけ

れども、正直私はよくわからなかったんです

ね。でも自分のことを考えてみると、例えば

私の友人が、ほかの人に私のことを「あの人

すごくいい人だね」とか言われるとやっぱり
嬉しいし、自分のやっていることに対して、

ちょっとでも興味をもってもらえると嬉しく

なるんですよね。きっと子どもも同じかなと

思って、やっぱり、子どもの何かを育てるっ

ていうことは、まるごと受けとめて、友達の

こと、自分がやっていることを含めて、そこ

に近寄っていくことをすると、やっぱり嬉し

くなるのは、元気の出発点かなと思っていま

す。「少し聞いてみたら、話してみたら」とそ

うやって近づくきっかけを作ってみるのも大
事なことかなと思いました。 

白書を見ると、子どもが相談する相手はダ

ントツにお父さんが低いです。友達と母親に

相談するのが多くて、やっぱりいつもそばに

いてさまざまな自分のことを知っているから

なんですね。お父さんっていうのは子どもか

ら見ると遠いところにいて、さっきの石阪先

生の話じゃないけど、忙しくて、社会や会社

を背負って、子どもにとってはなかなか近づ

きにくい存在ということなんでしょう。その
意味で、大人問題の典型はやっぱりお父さん

たちかなという気がします。 

かっこいい父親というのは私も共感してい

ます。私は情けない父親で「疲れた」とかさ

まざまに言ってきた親父でしたし、子どもは

娘２人で、パンツを一緒に洗ってほしくない

とか、うるさいなあとか、邪魔にされている

クチですけれども、かつて、情けない親父に

も一つだけ、子どもが寄ってくる瞬間があり

ました。寝るときにいつも本を読みきかせし
ていまして、だんだん疲れてくると私は勝手

に自分で物語を作って話していたんです。そ

のときは、情けない父親が「次聞かせて」っ

ていう話の続きを握っている大きな存在にな

りました。頑張って続けてみようと思うんで

すが、やっぱり情けない父親で、子どもより

も先に寝てしまうっていう、どうにも続かな

いっていうことだったんですけれども。でも
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子どもに近寄っていくことは、決して父親に

難しいことじゃない。何か子どもがやってい

ることを見つけて、少し近づいていく、怖く

ないから近づいてみよう。お父さんたちを励

ましたいという気がします。 

 
中野：こういう話し合いができるっていうの

は、たぶん子どもたちが勇気をもって、呼び

かけに参加してくれて、本当にいろんな意見

交換をしてくれたそのおかげかなと思ってい

ます。子どもたちからは、大人に対してずい

ぶん厳しいいろんなご指摘があって、なるほ

どなあと一つ一つ胸に来るものがありました

けど、ここには現れていませんが、どの子ど

もたちも親にすごく気遣いをもって毎日接し

てくれているような気がします。それは自分
が長年、教師という仕事のなかで、親子の姿

をいろんな場面に接したときに、子どもは決

して口には出しませんけれども、「お母さんに

心配かけちゃいかん。お父さんに心配かけち

ゃいかん。私はここでふんばらないかん。」と

いうのを、どこかで「あ、この子、親に気使

っているわ」と思うことがあったんです。そ

れが逆に親子ということかなあと思いました。

時々その思いを担任や親しい先生にぶつけて

きても「絶対お母さんには言わないで」と言
ったり。だからその子どもの気遣いから、子

どもの居場所はその家にちゃんとあるんだな

といつも思いました。やっぱり家庭もそうで

すし、長く子どもたちが育つ学校というとこ

ろも、子どもたちの居場所であってほしい。

「今日も学校に行ってこよ。」と子どもが心を

許しておれるような学校を作っていかないか

んなあと、今日はこれに参加してつくづく思

いました。 

 
安藤：親である自分は、もちろん完全無欠の

人間ではありません。なので、こういうこと

で気付きを得て自分を整える、自分の半径３

ｍをきちんと整えることで、家族が整う。も

し世の中の家族がたくさん整えば、世の中も

整っていくんじゃないかと思いますから、ま

ずは自己肯定感、自分を整えること。自分の

自己肯定感もしっかり上げていくというよう

なことを思いました。 

そしてやっぱり褒めるということですね。

そのことの大切さは大人もわかっていますけ

れども、本音を言うと、大人である自分たち

も褒めてほしいんではないかなと思います。

でもなかなか大人が褒めてもらう機会はあり
ません。大人同士が褒め合うしくみがこれか

ら大切になってくるんではないかなと思いま

した。 

最後に、９月８日に中学生のこども会議を

やって、一週間後の９月 15日に高校生のこど

も会議をしました。それから 10月 14日に小

学生のこども会議をしました。知らない子た

ちばかりがぱっと集まった。最初はなかなか

堅かったです。けれど、だんだん仲良くなっ

て、一緒にお昼ご飯を食べて友達作って、お
互いがばーっと言い合いをして、そして今日

の巻物になりました。そのとき以来、今日 12

月１日を迎えるまで、もうすぐやもうすぐや

と思っておったと思います。昨日の夜も、い

よいよ明日や、明日は言えるかなあ、大丈夫

かなあと思っておったと思います。せやけど、

とても立派でした。感激しました。子どもた

ちは参加することにも勇気がいったと思いま

すし、ここで発表するにも勇気がいったと思

います。立派でした。お疲れさまでした。あ
りがとうございました。 

 

鈴木：まず、今日は本当に土曜日にもかかわ

らず、この会場を埋め尽くすたくさんの方に

ご参加いただいたことに感謝申し上げたいと

思います。それから、この日にむかって９月

から準備してくれて、今日立派に発表してく

れた子どもたちにも感謝申し上げたいと思い

ます。ありがとうございました。 

うちには６ヶ月の息子がいます。子育ての
先輩のみなさんからは「そんな甘いもんと違

うで」と言われるかもしれませんけど、昨日

息子が離乳食のホウレンソウをつぶしたやつ

をたくさん食べれるようになったんですね。

それまでは、びえ～、びえ～っと全部流して

おったんですけども、昨日はお皿につくった

やつを全部食べれるようになって、妻も僕も

めちゃくちゃ嬉しかったわけです。そういう



 - 35 -  

一つ一つの小さな「できた」が喜びなんです

が、誰でもそうだったと思いますね。だから、

子どもたちの年齢が上がろうが、だんだん見

えにくくなっていくかもしれないけど、子ど

もの一つ一つの「できた」を喜びあうこと、

それをよく見てあげること、一緒になって心
から喜んであげる、っていうのが大切なんじ

ゃないかなと思います。今自分が６ヶ月の息

子と向き合っていてそう思いました。 

あと三重県は、今年の１月に、幸福実感調

査というのをさせていただいて、そのなかで

幸福感を判断するときに、もっとも重視する

ことは何ですか？とお聞きしました。全国の

調査では、自分の健康状況が自分の幸福感の

なかで大切やと答えたんですけど、三重県は、

家族って答えたんですね。めちゃくちゃ嬉し
いと思います。つまり、三重県民は、幸せを

判断するときに一番大切なことは家族だと。

そしてその家族の真ん中には子どもがいる。

ということは、子どもを大切にすると、家族

は楽しい、幸せ感もあがる、ということです

から、三重県が幸せでいっぱいになるために

も、みんなで家族の真ん中にいる子どもたち

を大事にするのが大切なんじゃないかと思い

ました。 

今日は僕もたくさん学ばせていただきまし
た。今日の最後には、ぜひ皆さんにアンケー

トにご協力いただいて、子どもたちにお返事

をお願いしたいと思います。後ろに、子ども

たちが言ってくれたことをパネルに貼りまし

たので、忘れてしまった方はそれを見ていた

だいて、一言でも結構ですから、子どもたち

に返事を書いていただければと思います。今

日はありがとうございました。 

 

石阪：ありがとうございます。さて、みなさ
んいろんな話がありました。我々大人も、当

然昔は子どもでした。僕も初めての子育てに

ずっと関わってきて、初めてのことばかりで

分からないことだらけです、ですから大人な

んてかっこいいことを言っておきながら、実

は試行錯誤しながら一所懸命大人をやってい

るんですね。だから大人たちも真剣に子ども

たちに向き合おうとしている。そういうなか

で、これからはじゃあ大人も子どもも腹をわ

って話そうよと、そのために三重県が舞台を

用意してくれて、こういった環境もどんどん

整備していきますよと、そのためのスタート

だと思ってください。そう考えてみると、み

なさんも今までだったら、例えば居場所がな
かなかなかったとか、相談どこに行ったらい

いかわからない、親となかなかうまくいかな

い、そういった問題を一人でかかえていたか

もしれないけれど、ここにいるみなさんがそ

れこそ協力者です。相談してみてください。

先生も、親も、まわりにいる人たちみんなが、

みなさんの将来の成長を楽しみにしています。 

さて、ご来場のみなさん、今日のディスカ

ッションは課題出しという段階です。子育て

におそらく正解はないと思います。解答はそ
れぞれの子どもによって違います。地域性も

ある。そういうなかで、今日の話をきっかけ

に、それぞれの地域や家庭や学校の中で、新

たな子育てのしくみをみんなで考えていける、

そういう場をこれからご自宅に持ち帰って、

また検討していただければと思います。その

ためのきっかけというフォーラムだったと思

います。以上をもちまして、パネルディスカ

ッションを終了させていただきます。長い間

になりましたが、どうもありがとうございま
した。 
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